講演要旨スタイルファイルの使い方
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この文章は，日本昆虫学会大会講演要旨集用スタイルファイルの利用方法です。スタイルファイルを正しく利用すると原稿がどういった体裁になるかが分かるような説明になっています。このワード形式のテンプレート･ファイルは，原稿を準備するための様々な要素が盛り込まれています。それらの要素は，フォントメニュー付近の，ツールバーの左側にあるドロップ･ダウン･メニューから選ぶことができます。題目，氏名，所属は12ポイント，本文は10.5ポイントで入力してください。用紙サイズはA4，余白は左20mm，右20mm，上15mm，下197mmに設定してください。原稿の準備をする際，追加したい要素を選び，テキストエリアに書き入れます。記入が終わりましたら，リターンキーを一度だけ押してください。次の要素を選択します。スペースは各要素に自動的に入りますから，指示がない限り，スペースを挿入する必要はありません。演題に[ENT1Title]，発表者（所属）に[ENT2Author]，本文に[ENT3Body]を適用してください。演題は2行にわたってもかまいません。発表者氏名のあとに所属機関名を（　）にいれて記入してください。共同発表の場合は，講演者の左肩に○をつけておいてください。






